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我々はこれまでの研究において、270nm 深紫外パルスをドライブレーザーとして用いることで、

光電子分光に適した真空紫外域高調波が得られることを実証した [1]。本発表では、この真空紫外

パルスを用いたポンププローブ光電子分光測定により、環状分子フランの光安定性と光損傷とに

それぞれ関与しているとされる、二種類の円錐交差（Ring-puckering & Ring-opening conical 

intersections [2, 3]、Fig. 1 参照）ダイナミクスの観測を行った結果について報告する。 

規格化したポンププローブ光電子スペクトルを Fig. 2 に示した（低 electron binding energy 

(eBE)領域のみ）。*励起後 90 fs 程度 (eBE ~ 5.5 eV)で円錐交差領域に到達し、その時刻を境に

反応分子が大きく安定化する様子が捉えられている。また、高 eBE 領域のポンププローブ光電子

スペクトルに対する解析から、励起された分子が光損傷（異性化等）する割合は 10%以下であっ

た。これにより、環状分子の高い光安定性を裏付けることができた。 
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Fig. 1. Fig. 2. 
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